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年末年始の業務について／コンテンツ

まちのわだい

串本町職員採用試験のご案内／自衛官等の募集案内

町有物件売却のお知らせ／発達障害に関する巡回相

談について

滞納処分（財産差押）について／消費者行政につい

て～第９回～

水道の各種手続き・手数料について／労働保険に

入っていますか？

ーヒロシマー被爆ピアノコンサート／学校給食用物

資納入業者の募集

健康検査は受けられましたか？・ジェネリック医薬

品使用促進のお知らせ送付

国保財政の健全化に向けて（第４６回）

ジオサイトのご紹介

保健センターだより

健康運動教室のご案内

よろこびかなしみ／第７０回人権週間／串本町受付

災害義援金へのお礼

火災・救急件数／人口と世帯／募集／

お知らせ／相談／今月の納税

年末年始における各施設の業務は以下のとおりです。
役場は１２月２８日（金）に仕事納め、１月４日（金）に仕事始めとなります。

※休業期間中、役場では各種証明書の発行は行っておりませんのでご了承ください。
※くしもと町立病院では、１２月２９日（土）に小児一次（応急）診療を行います。
　１２月３０日（日）の小児日曜一次（応急）診療は、休診となりますのでご了承ください。
※休業期間中、総合運動公園をご利用になる場合は、１２月２８日（金）午後５時までに事前予約をお願い
　いたします。

26 日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日
（水）（木）（金）（土）（日）（月）（火）（水）（木）（金）（土）

 役場 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

 文化センター ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

 図書館 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○

 くしもと町立病院 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

 総合運動公園 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○

 サンゴの湯 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○

 B ＆ G 海洋センター ○ ○ ○ 午前　○
午後　休 休 休 休 休 休 ○ ○

年末年始の業務について 日
ト
友
好
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　「ま
ぐ
ト
ル
」

①様々な模擬店が並んでにぎわう会場　
②上野山こども園の園児によるダンス　
披露　③ミニゲームを楽しむ子どもた
ち　④好評の古座ちゃん鍋のふるまい　
⑤⑥高校生による模擬店の出店と舞台
発表　⑦大盛り上がりのもちまき

園
児
が
ダ
ン
ス
と
歌
を
披
露
。
イ
ベ
ン

ト
の
最
後
に
は
福
引
抽
選
会
と
も
ち
ま

き
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
同
校
舎
の
文
化
祭
も
同
時

に
開
催
さ
れ
、
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
の

出
店
や
歌
や
ダ
ン
ス
の
舞
台
発
表
、
吹

奏
楽
部
の
演
奏
、
同
校
舎
の
パ
ネ
ル
展

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
卒
業
生
に
よ

る
出
店
も
あ
り
、
大
変
な
人
気
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
同
校
舎
は
今
年
度
で
閉
校
と
な
り
、

今
回
が
最
後
の
文
化
祭
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
久
し
ぶ
り
の
校
舎
を
懐
か
し
む

卒
業
生
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

１

４

３

　
串
本
古
座
高
等
学
校
古
座
校
舎
で
10

月
20
日
、
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
古
座
（
古

座
活
性
化
推
進
会
議
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
校
舎
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

地
域
の
特
産
品
や
お
菓
子
な
ど
の
販
売
、

日
用
品
の
バ
ザ
ー
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど

の
模
擬
店
15
店
舗
が
出
店
。
品
物
を
買

い
求
め
て
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

毎
年
好
評
の
イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
と
野
菜

が
た
ん
く
さ
ん
入
っ
た
「
古
座
ち
ゃ
ん

鍋
」
の
無
料
ふ
る
ま
い
に
は
長
い
行
列

が
で
き
、
皆
さ
ん
お
い
し
そ
う
に
召
し

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、
上
野
山
こ
ど
も
園
の

２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
気
あ
ふ
れ
る

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
古
座
・
串
本
古
座
高
校
古
座
校
舎
文
化
祭

Town Topics
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３
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一
般
社
団
法
人
日
本
ロ
マ
ン
チ
ス
ト

協
会
が
認
定
す
る
「
恋
す
る
灯
台
」
に

樫
野
埼
灯
台
と
潮
岬
灯
台
が
選
ば
れ
、

10
月
16
日
、　
同
協
会
の
波
房
克
典
会

長
か
ら
田
嶋
町
長
に
認
定
証
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
日
本
財
団
が
取
り
組
む

「
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
灯
台
を
ロ
マ
ン
ス
の
聖
地
と

し
て
再
価
値
化
し
、
灯
台
に
行
く
こ
と

が
旅
の
目
的
に
な
る
よ
う
灯
台
の
魅
力

と
楽
し
み
方
を
伝
え
る
「
恋
す
る
灯
台

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
28
年
度
か
ら

実
施
。
こ
れ
ま
で
、
全
国
で
42
基
の
灯

台
を
「
恋
す
る
灯
台
」
に
認
定
し
て
い

ま
す
。
　

　
樫
野
埼
灯
台
は
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
遭
難
事
件
と
の
関
わ
り
か
ら
、「
不

思
議
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
た
場
所
に
立

て
ば
、
愛
す
る
人
と
の
絆
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
が
強
ま
る
だ
ろ
う
」
と
の
理

由
に
よ
り
、
潮
岬
灯
台
は
、
地
球
の
丸

み
を
実
感
で
き
る
大
パ
ノ
ラ
マ
や
美
し

い
夕
日
の
景
色
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
認
定
を
受
け
て
田
嶋
町
長
は
、「
灯

灯
台
２
基
が
「
恋
す
る
灯
台
」
に
認
定

樫
野
埼
灯
台
と
潮
岬
灯
台
が
ロ
マ
ン
ス
の
聖
地
に

台
を
男
女
の
絆
を
結
ぶ
場
所
と
す
る
発

想
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
力
を
入
れ
て
、
灯
台
が
観
光
拠

点
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
。」
と
期
待
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
協
会
に
よ
る
と
、
今
後
は
観
光

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
認
定
灯
台
が

あ
る
自
治
体
の
連
携
を
図
る
取
組
み
が

行
わ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

①波房会長と田嶋町長　②樫野埼灯台　③潮岬灯台

　
10
月
17
日
、
串
本
町
役
場
町
長
室
で

平
成
30
年
度
串
本
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
さ
れ
た
土
山
倫
子
さ
ん
（
新
宮
市
）、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ
た
濵
口
惠

美
さ
ん
（
串
本
町
）、
審
査
員
賞
を
受

賞
さ
れ
た
長
谷
洋
さ
ん
（
串
本
町
）
の

３
名
が
出
席
。
田
嶋
町
長
か
ら
表
彰
状

と
賞
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
の
「
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

の
港
」
は
、
大
島
か
ら
串
本
花
火
大
会

を
撮
影
し
た
作
品
で
、
花
火
で
青
く
染

「
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
港
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ

串
本
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

ま
っ
た
串
本
港
が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
山
さ
ん
は
、「
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
「
光
る
キ
ノ
コ
の

住
む
森
」
は
、
潮
岬
で
シ
イ
ノ
ト
モ
シ

ビ
ダ
ケ
を
、
審
査
員
賞
の
「
発
射
」
は
、

潮
岬
望
楼
の
芝
の
火
祭
り
で
火
矢
が
放

た
れ
る
瞬
間
を
撮
影
し
た
作
品
で
す
。

　
入
賞
作
品
は
、
道
の
駅
「
く
し
も
と

橋
杭
岩
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

の
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に
起
用
さ
れ
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

グランプリ作品「コバルトブルーの港」

（左から）濵口さん、土山さん、長谷さん

１

2

３
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今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
ビ
ル

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
in
串
本
で

釣
り
上
げ
ら
れ
、
１
３
０
ポ
ン
ド
ラ
イ

ン
ク
ラ
ス
で
の
日
本
記
録
に
認
定
さ
れ

た
ク
ロ
カ
ジ
キ
の
魚
拓
が
11
月
2
日
、

串
本
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
ク
ロ
カ
ジ
キ
を
釣
り
上
げ

た
チ
ー
ム
「
天て

ん
せ
い晴
」
の
長
谷
川
達
智
代

表
、
木
村
佳
裕
さ
ん
、
杉
本
光
作
さ
ん

が
、
町
長
室
を
訪
問
。
釣
り
上
げ
た
時

の
状
況
や
感
想
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
魚
拓
は
、
ホ
テ
ル
＆
リ

ゾ
ー
ツ
和
歌
山 

串
本
に
展
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。

（左から）田嶋町長、チーム「天晴」の杉本光作さん、
木村佳裕さん、長谷川達智代表と寄贈された魚拓

たくさんの釣り竿が並ぶ動鳴気漁港

巨
大
な
魚
拓
を
寄
贈

日
本
記
録
の
ク
ロ
カ
ジ
キ

珍
し
い
魚
が
た
く
さ
ん

第
６
回
珍
魚
釣
り
選
手
権

　
古
座
の
動
鳴
気
漁
港
で
10
月
21
日
、

魚
の
珍
し
さ
や
串
本
ら
し
さ
で
競
う
珍

魚
釣
り
選
手
権
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
タ
ウ

ン
串
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
珍
魚
釣
り
選
手

権
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
６
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
大
会

に
は
、
県
内
外
か
ら
約
80
名
が
参
加
。

ク
マ
ノ
ミ
や
ク
ロ
サ
ギ
な
ど
、
24
種

類
も
の
魚
が
釣
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
、
田
辺
市
か
ら
参
加

し
た
50
代
男
性
が
優
勝
。
釣
り
上
げ

た
魚
は
サ
ツ
マ
カ
サ
ゴ
で
、「
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
９
月
の
台
風
24
号
接
近
に
よ
る

被
害
に
対
し
、
迅
速
に
復
旧
作
業
を

行
っ
た
株
式
会
社
小
森
組
（
串
本
町
）、

株
式
会
社
尾
花
組
（
田
辺
市
）、
株
式

会
社
池
田
土
木
（
み
な
べ
町
）
の
３
社

に
10
月
19
日
、
田
嶋
町
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
森
組
は
、
９
月
29
日
の
台
風
接
近

に
伴
う
豪
雨
の
際
、
く
し
も
と
こ
ど
も

園
近
く
の
町
道
に
陥
没
の
危
険
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

補
充
し
て
対
応
。
台
風
通
過
後
は
、
道

路
の
が
れ
き
や
流
木
な
ど
の
撤
去
を
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
尾
花
組
は
、
田
子
地
区
周
辺
の
道
路

や
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
田
並
の
野
凪

漁
港
に
お
い
て
、
が
れ
き
の
撤
去
や
集

積
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
池
田
土
木
は
、
道
路
の
が
れ
き
の
撤

去
や
、
和
深
地
区
で
高
潮
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
家
財
や
ゴ
ミ

の
搬
出
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
社
は
、
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
こ
と

に
「
今
後
の
励
み
に
な
る
」
と
話
さ
れ
、

田
嶋
町
長
は
、「
率
先
し
て
修
復
活
動

に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
に
、
町
と
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

台
風
被
害
へ
の
迅
速
な
対
応
に
感
謝

小
森
組
・
尾
花
組
・
池
田
土
木
に
感
謝
状
贈
呈

（左から）小森組の小森脩平専務取締役、池田土木の
池田智昭代表取締役、尾花組の和谷房男取締役工務部長

町長から感謝状を受け取る各社の代表者
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　小森さんは、昭和５５年に株式会社小森組
に入社され、昭和６３年９月に代表取締役に
就任。地域の多くの建設事業に携わり、災害
時には復旧活動にも尽力されています。
　串本ライオンズクラブの会長や和歌山県交
通安全協会串本支部長も務めるなど、幅広い
分野で地域社会に貢献されています。

　芝㟢さんは、昭和４７年１月に旧古座町消
防団に入団され、自営業を営みながら消防活
動に従事されました。平成２２年４月からは
串本町消防団副団長に就任。消防団員をまと
めてこられ、平成２５年３月に退団するまで
の４１年間、地域の消防・防災活動に尽力さ
れました。　

諸先輩や消防署員の方々の指導や支えがあっ
て続けることができました。みなさんに感謝
しています。

受章おめでとうございます

このような章をいただいて光栄です。ひとり
で受章できたものではなく、会社を創業した
父、従業員、周りの方々のおかげです。

瑞
宝
単
光
章消

防
功
労

芝し
ば
さ
き㟢

　晴せ
い
い
ち一 

さ
ん

黄
綬
褒
章

小こ
も
り森

　正せ
い
ご
う剛 

さ
ん

株
式
会
社
小
森
組

　

平
成
30
年
秋
の
褒
章

平
成
30
年
秋
の
叙
勲

代
表
取
締
役

　古
座
川
町
役
場
付
近
の
古
座
川
河
川

敷
で
10
月
27
日
、
串
本
町
と
古
座
川
町

に
所
在
す
る
官
公
署
な
ど
の
17
団
体
で

構
成
さ
れ
る
串
本
・
古
座
川
官
公
署
等

連
絡
協
議
会
に
よ
る
災
害
対
応
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
訓
練
は
、
集
中
豪
雨
に
よ

る
河
川
氾
濫
で
複
数
の
集
落
が
孤
立

し
、
行
方
不
明
者
も
出
て
い
る
と
想
定

し
て
実
施
。
消
防
、
警
察
、
海
上
保
安

庁
、
自
衛
隊
、
古
座
川
町
消
防
団
、
潮

岬
青
少
年
の
家
や
両
町
の
役
場
が
参
加

し
、
古
田
区
民
の
方
々
が
孤
立
者
役
と

災
害
に
備
え
て
連
携
強
化

串
本
・
古
座
川
官
公
署
等
連
絡
協
議
会
災
害
対
応
訓
練

し
て
協
力
し
ま
し
た
。

　訓
練
で
は
、
被
害
情
報
が
各
機
関
に

伝
達
さ
れ
て
現
場
指
揮
本
部
が
設
置
さ

れ
、
ド
ロ
ー
ン
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使
っ

て
の
孤
立
者
の
捜
索
と
救
助
、
河
川
内

で
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
救
助
者
の

搬
送
や
救
護
所
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　訓
練
終
了
後
、
西
前
啓
市
古
座
川
町

長
が
同
協
議
会
を
代
表
し
、「
こ
の
よ

う
な
訓
練
を
通
し
て
、
有
事
に
対
し
て

十
分
な
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。」と
講
評
し
ま
し
た
。

①現場指揮本
部を設置し、
各機関の連携
を図る　
②ゴムボート
を使って孤立
者を救助
③傷病者の治
療の優先度を
決定するトリ
アージ訓練

１

2

３

Town Topics

準 天 頂 衛 星 シ ス テ ム
「 み ち び き 」 と は？

　
11
月
11
日
、
串
本
町
内
各
地
で
津
波

避
難
訓
練
や
情
報
伝
達
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
大
島
で
は
、
島
内
各
地
区
で
の
津
波

避
難
訓
練
後
、
さ
ら
に
二
次
避
難
所
の

大
島
小
学
校
へ
避
難
し
、
島
内
３
地
区

と
大
島
小
中
学
校
合
同
で
避
難
所
を
開

設
。
串
本
消
防
署
や
串
本
警
察
署
、
航

空
自
衛
隊
串
本
分
屯
基
地
、
役
場
総
務

課
防
災
グ
ル
ー
プ
ら
が
参
加
し
て
、
防

災
学
習
や
炊
き
出
し
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
防
災
学
習
で
は
、
消
防
に
よ
る
消
火

器
の
操
作
体
験
や
負
傷
者
の
搬
送
方
法

の
紹
介
、
警
察
に
よ
る
救
助
資
材
や
ド

ロ
ー
ン
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

島
内
一
体
と
な
っ
て
訓
練
に
励
む
全
国
初
の
衛
星
安
否
情
報
確
認
サ
ー
ビ
ス
運
用
訓
練
も
実
施

事
業
者
に
よ
る
簡
易
ト
イ
レ
の
組
立
体

験
や
災
害
用
浄
水
装
置
の
紹
介
が
あ
り
、

参
加
者
は
地
区
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
順
番
に
学
習
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
内
閣
府
と
和
歌
山
県
も
参
加

し
、
11
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
準
天
頂
衛
星「
み
ち
び
き
」を
使
っ

た
衛
星
安
否
情
報
確
認
サ
ー
ビ
ス
の
運

用
訓
練
を
実
施
。
避
難
者
が
携
帯
端
末

か
ら
登
録
し
た
安
否
情
報
や
電
話
番
号

が
衛
星
通
信
で
集
約
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
そ
の
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
で
、
参
加
者
が
訓
練
用

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
登
録
し
た
情
報
が
正

確
に
送
信
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
た
運
用
訓
練

の
実
施
は
全
国
で
初
め
て
の
こ
と
で
、
上

野
山
地
区
で
も
同
時
に
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
内
閣
府
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務

局
の
川
津
泰
彦
参
事
官
補
佐
は
、「
シ
ス

テ
ム
を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
全
国
各
地
で
訓
練
を
行
っ
て
い
き
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
訓
練
に
は
、
島
内
の
住
民
約

１
６
０
名
と
関
係
者
約
60
名
が
参
加
。
率

先
し
て
行
動
し
た
大
島
小
学
校
の
児
童
や

大
島
中
学
校
の
生
徒
は
、「
防
災
に
対
す

る
意
識
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」、「
こ
の

よ
う
な
訓
練
を
通
じ
て
、
島
内
の
全
員
が

し
っ
か
り
避
難
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
と
思
う
。」な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

①二次避難所が開設された大島小学校の体育
館　②消防士による消火器の操作体験　③警
察による救助資材の紹介　④簡易トレイの組
立体験　⑤衛星安否情報確認サービスの説明　
を聞く皆さん　⑥炊き出しの食事を配布

　日本の天頂付近（準天
頂）を通る人工衛星３機
と静止衛星１機を組み合
わせ、常に１機以上の衛
星を日本の上空に配置す
ることができる、日本独
自の測位（位置を測定す
る）衛星システムです。
　防災・減災の通信にも
利用できます。

１

３

2

４

６

５
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総務課からのお知らせ

お知らせワイド
information

　串本町では、平成３１年４月１日採用の平成３０年度職員採用試験を次のとおり実施します。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

■採用日
　平成３１年４月１日
■提出書類
①受験申込書（町指定用紙）
※串本町役場総務課（本庁舎内）で配布します。
　また、串本町ホームページからダウンロード
　できます。
②返信用封筒
※長形３号の封筒に住所・氏名を記入し、８２
　円切手を貼付してください。

串本町職員採用試験のご案内

■募集職種および受験資格
職　種 採用予定人数 受　験　資　格

土木技術職 ２名程度 昭和５８年４月２日以降に生まれた人

■試験日（※試験時間、会場等は受験申込者にお知らせします。）
職　種 第一次試験日（予定） 第二次試験日（予定）

土木技術職 平成３１年１月１３日（日） 平成３１年２月初旬

■受付期間
職　種 受 付 期 間 受 付 時 間

土木技術職 平成３０年１２月３日（月）～平成３０年１２月２５日（火）
（土曜日・日曜日、祝日を除きます。） ８：３０～１７：１５

■提出方法
　必要書類を整え、串本町役場総務課へ直接
提出してください。
　郵送の場合は、必ず特定記録郵便または簡
易書留で郵送することとし、封筒の表に「職
員採用試験申込」と朱書きし、「〒６４９‐
３５９２　和歌山県東牟婁郡串本町串本
１８００番地　串本町役場総務課」あてに郵
送してください。受付期間最終日の消印有効
とします。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所　℡　０７３５‐２１‐３４４９

自 衛 官 候 補 生 高等工科学校生徒 貸 費 学 生

応募資格 １８歳以上３２歳未満の男子 中卒（見込含む）で１７歳未満の男子 現在、大学３・４年次または大学院
在学の方（詳細はお問い合わせください。）

受付期間 平成３０年１２月１３日（木）まで 平成３１年１月７日（月）まで　 　平成３１年１月７日（月）まで　

試 験 日 平成３０年１２月１5日（土） 一次試験：平成３１年１月１９日（土） 平成３１年１月２６日（土）

試験会場 自衛隊和歌山地方協力本部
（和歌山市） 田辺市民総合センター 全国主要都市

自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所からのお知らせ

自衛官（学生）等の募集案内

※貸費学生には、５４，０００円／月を貸与します。（免除制度あり）

お知らせワイド
information

町有物件売却のお知らせ
総務課からのお知らせ

　串本町では、次のとおり物件売却について入札を実施
します。詳しい内容についてはお問い合わせください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

■売払物件①　・串本町上野山２５２番
　　　　　　　・土地（登記地目：宅地）
　　　　　　　・１６１．２０㎡（約４８．８坪）
　　　　　　　【最低落札価格】　１，６５０，０００円

■売払物件②　・串本町和深１０３７番２
　　　　　　　　（旧和深中学校テニスコート跡地）
　　　　　　　・土地（登記地目：雑種地）
　　　　　　　・１，１４３㎡（約３４６．４坪）
　　　　　　　【最低落札価格】　５，３９０，０００円

■入札参加期間　平成３０年１２月１０日（月）から
　　　　　　　　平成３０年１２月２０日（木）まで

発達障害に関する巡回相談について
和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」からのお知らせ

　発達障害とは、脳の機能障害が原因と言
われ、自閉症スペクトラム、注意欠如多動
症、学習障害があります。コミュニケーショ
ンが取りづらい、対人関係をうまく築けな
い、落ち着きがない、読み書きが苦手など
は、本人の努力のなさや親の育て方による
ものではありません。特性を正しく理解し、
個々にあった関わりを持つことで、様々な
力を身に付けることが可能です。
　和歌山県発達障害者支援センター「ポラ
リス」では、発達障害の理解・子育て・問
題行動など、乳幼児期から成人期までの
様々な相談に応じています。
　東牟婁地域の方を対象に、次のとおり巡
回相談を行います。

■対象　発達障害者ご本人やご家族、支援者等
■場所　新宮保健所　串本支所
　　　　串本町西向１９３
■日時　・平成３１年１月１０日（木）
　　　　・平成３１年３月１４日（木）
　　　　午前１１時から午後４時までの間で、
　　　　１件につき１時間以内
※相談希望日の２週間前までにお申し込みください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　〒６４１‐００４４　和歌山市今福３‐５‐４１
　和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」
　℡　０７３‐４１３‐３２００

【売払物件②】

古座福祉 【売払物件①】
センター

至 中湊

至 国道４２号

公売物件

（旧上野山保育所）
古座学童保育所

至 里川

至 国道４２号

旧和深中学校

旧和深小学校

和
深
川

県
道
串
本
古
座
川
線
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お知らせワイド
information

　現在、町では督促状や催告書の発送後もなお、納税していただけない場合には、法律に基づき財
産（不動産、生命保険、給料、年金、預貯金、売掛金等）の調査、差押えを行っております。また、
滞納者の所有物件や住居に立ち入っての捜索や、自動車等のタイヤロックも実施しております。
　病気や失業、災害など、やむを得ない事情により納税が困難な場合は、お早めにご相談ください。

税務課からのお知らせ

滞納処分（財産差押）について
　税金は、私たちの生活に身近な教育、福祉、道路整備などの行政サービスを提供
する上で非常に貴重な財源です。町税の滞納は、町の財政を圧迫し、納期内に納め
ている大多数の町民の皆さまとの公平性を欠く行為です。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　税務課　徴収グループ　℡　０７３５‐６２‐０５８６

　不審な郵便物や電話を受けた場合は、念
のため消費者ホットライン（局番なし　
１８８）に電話して相談しましょう。

消費者行政について　～第９回～
産業課からのお知らせ

　今回は、近年被害が続出している架空請求ハガキの新たな動きについてお知らせします。
　
　以前はハガキによる架空請求でしたが、赤い
『重要』というスタンプを押した封書で、訴訟
に関する文書を送りつける手口が報告されてい
ます。
　和歌山県下で封書を送りつける架空請求はま
だ確認されていませんが、今後、串本町でも発
生する可能性があります。

○訴訟に関する正式な文書であれば、家庭裁判
　所の名称が記載された封書で届きます。
○中身を見ても抽象的で内容が不明な場合は、
　自分が債務のある会社であっても、記載され
　ている電話番号にかけないようにしましょう。

※実際に届いた封書のイメージ図
　家庭裁判所の名称の記載はありません。

水道課からのお知らせ

① 水道の各種手続きについて
　次の手続きは、平日に水道課 (古座分庁舎）または住民課（本庁舎）で事前に所
定の様式による申込み・届出をお願いします。手続きには認印が必要です。郵送ま
たはＦＡＸによる申込み・届出も受け付けています。

※水道使用開始の申込みをせず水道を使用した場合は無断使用となり、町給水条例第３７条の規定　
　により、過料が科されることがあります。必ず水道使用の申込みをしてください。なお、無断使
　用および漏水調査は随時行っていますので、ご協力をお願いいたします。
※各種手続きの受付は、平日の午前８時３０分から午後５時１５分までです。土、日、祝日や年末
　年始の休日は、開栓・閉栓の受付を行っておりません。数日の余裕をもって手続きをお願いいた
　します。
※年末年始や連休前後は、開栓・閉栓が大変混み合いますので、できるだけお早めに手続きいただ
　けますようご協力をお願いいたします。

※「水道使用開始手数料」を納付期限までに納付
　されない場合は、水道の開栓に応じられない場
　合もありますのでご注意ください。

水道使用 ( 開始・中止 ) 手数料

750 円1回につき

お知らせワイド
information

■水道使用開始
　転入や転居、帰省等で
　水道を使用するとき

■水道使用中止
　転出や転居、長期間の留守等で
　水道の使用をやめるとき

■その他
　水道使用者の名義や送
　付先を変更するとき

② 水道使用開始時・中止時の手数料について
　水道の使用開始時には「水道使用開始手数料」、使用中止時には「水道使用中止手数料」が必要です。　　
　「水道使用開始手数料」は最初の水道料金に、「水道使用中止手数料」は最終の水道料金に合算し
て請求させていただきます。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　水道課　料金グループ　℡　０７３５‐７２‐００８２

　正社員、パート、アルバイトなど、雇用形態にかかわらず、1人でも労働者を雇っている場合、
事業主は労働保険に加入する義務があり、その手続きが必要です。
　詳しくは和歌山労働局、最寄りの労働基準監督署、ハローワークにご相談ください。

和歌山労働局からのお知らせ

労働保険に入っていますか？事業主の皆さまへ

◇お問い合わせ先◇
　和歌山労働局　労働保険徴収室　℡　０７３‐４８８‐１１０２
　新宮労働基準監督署　　　　　　℡　０７３５‐２２‐５２９５　
　ハローワーク新宮　串本出張所　℡　０７３５‐６２‐０１２１
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串本町学校給食用物資納入業者の募集
学校給食センターからのお知らせ

　串本町学校給食センターでは、平成３１年度の学校給食用物資納入業者を募集します。

■募 集 期 間
　平成３０年１２月３日（月）～１２月２０日（木）
■条件・資格等
　「串本町学校給食用物資納入業者登録に関する
　要領」のとおり
■登録有効期間
　平成３１年（２０１９年）４月　１日から
　新元号２年（２０２０年）３月３１日まで

■申請書類について
　串本町教育委員会ホームページ（http://
kushimoto-ed.net）からダウンロードして
いただくか、串本町学校給食センターまでお
越しください。
◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　串本町学校給食センター
　〒６４９‐３５０３　串本町串本７１３
　℡　０７３５‐６７‐７１５１

お知らせワイド
information

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　住民課　
　℡　０７３５‐６２‐０５６１

住民課からのお知らせ

「 ー ヒロシマ ー 被爆ピアノコンサート  」
　広島で人間と同じように原爆に遭遇し、今、大変話題になっているピアノ。
　音楽は人間にとって、国境、人種、差別など、全てを超えられる共通の財産です。
   さあ、平和の音色をお聞きください。この「被爆ピアノコンサート」は、メッセー
ジ性の高い朗読とともに、心に響く調べで織りなされています。

矢
や が わ

川 光
みつのり

則 氏（調律師）

～平和と人権のメッセージを音楽に込める～

　■日時　平成３０年１２月１１日（火）
　　　　　開場　午後６時３０分
　　　　　開演　午後７時
　■場所　串本町文化センター　大ホール
　◇入場料無料・手話通訳あり

【プロフィール】
　被爆ピアノ所有者で調律
師。１９９５年、矢川ピア
ノ工房の設立を機に、古い
ピアノを再生し、発展途上
国や福祉施設に寄付する奉仕活動を開始されました。
その中で「被爆ピアノ」に出会い、現在は「被爆ピア
ノで世界共通言語の音楽を通じ様々な人に平和につい
て考えてもらおう」と、全国で「被爆ピアノ・平和コ
ンサート」を開催されています。

大
おおしま

島 久
く み こ

美子 氏
（ソプラノ歌手・朗読）

梶
か じ た

田 法
の り こ

子 氏
（ピアノ）

※会場は駐車台数に限りがございますので、でき
　る限り乗り合わせてご来場ください。
　また、下記の場所に臨時駐車場を設けますので、
　ご利用ください。

お知らせワイド
information

和歌山県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

①健康診査は受けられましたか?
　健康診査は、平成３１年２月末日まで受けることができます。
　受診券をお持ちの方で、まだ健康診査を受けていない方は、この機会にぜひご自身の健康状態を
チェックしましょう。

　受診券等の紛失やご不明な点があれば、下記までお問い合わせください。

◇お問い合わせ先◇　和歌山県後期高齢者医療広域連合　　℡　０７３‐４２８‐６６８８
　　　　　　　　　　〒６４０‐８１３７　和歌山市吹上２‐１‐２２　日赤会館９階

後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ

◇お問い合わせ先◇
・後発医薬品利用差額通知コールセンター　℡　０１２０‐５３‐０００６（通話無料）
・和歌山県後期高齢者医療広域連合　　　　℡　０７３‐４２８‐６６８８
　〒６４０‐８１３７　和歌山市吹上２‐１‐２２　日赤会館９階

　１１月下旬から１２月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合に１か月の自己負担額が
２００円以上軽減される可能性がある方を対象に、ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付
しています。患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品の使用をご検討く
ださい。
※ジェネリック医薬品への切り替えを強制するものではありません。
※お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。

②ジェネリック医薬品使用促進のお知らせ送付

■対象者
・７５歳以上の方
・６５歳以上７５歳未満で一定の障がいが
　あり、広域連合の認定を受けられた方
■検査項目
　問診、計測、診察、脂質、肝機能、尿、
　腎機能、代謝系
■実施場所
　受診券と同封している実施医療機関一覧
　に記載されている医療機関
■費用
　無料

※対象の方には５月末に受診券等を発送
　しています。
■対象者
　平成３０年３月末で７５歳、８０歳、
　８５歳の方と９０歳以上の方
■検査項目
　問診、口腔内検査、口腔機能検査
■実施場所
　受診券と同封している実施医療機関一覧
　に記載されている医療機関
■費用
　無料

歯科健康診査健 康 診 査
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住民課からのお知らせ

国保財政の健全化に向けて（第46回）

お知らせワイド
information

　これまで医療費などの支出面におけるお知らせを掲載しておりましたが、今回は収入面のうち、
新たな財政支援についてご案内いたします。

被保険者の動向が影響する主な項目
項目（市町村交付分）  平成３０年度配点

特定健診受診率 ５０

特定保健指導実施率 ５０

メタボリックシンドローム ５０該当者および予備軍の減少率

がん検診受診率 ３０

後発医薬品の使用割合 ４０

　過去の広報掲載時でも少し触れましたが、国保制度改正にあわせて、保険者努力支援制度が導入
され、平成 30年度から本格始動しました。
　市町村および都道府県は、各指標の達成状況に応じた「得点」×「被保険者数」で算出された総
得点に応じて、国からの交付金を受け取ることができます。

　保険者努力支援制度について

健康づくり
４６５点
５５％

医療費適正化
１３５点
１６％

財政運営
１９０点
２２％

体制構築加点
６０点
７％

最大８５０点

保険者努力支援制度の配点（平成３０年度）

　皆さま一人ひとりのご協力があれば、医療費の削減ができるだけでなく、国からの交付金も多く
もらうことができます。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

　これらの指標項目の中には、以前からご案内し
ている特定健診・がん検診の受診率向上や、後発
医薬品（ジェネリック医薬品）の使用割合による
配点も高い割合で含まれています。
　交付金は各保険者の総得点で按分されるため、
他市町村ができている基準を達成することはもち
ろん、より困難な基準を達成することが重要と
なってきます。

【市町村分】
国からの交付見込額（平成 30 年度）

５００億円
（内、200 億円は特別調整交付金より補てん）

【都道府県分※】
国からの交付見込額（平成 30 年度）

 ※国保制度の都道府県化に伴い、和歌山県が受ける交付金
 分も串本町が負担する国保納付金算定額に影響します。

５００億円

主な市町村指標の

１００点
４８％

医療費水準に関する評価
５０点
２４％

都道府県の取組状況
６０点
２８％

最大２１０点

都道府県単位評価

保険者努力支援制度の配点（平成３０年度）

A市
B町 C村

･･･

･･･

５００億円を全市町村
の総得点で按分 A県

B県 C県

･･･

･･･

５００億円を全都道府

県の総得点で按分

ジオサイトのご紹介
南紀熊野ジオパーク

　今月号から、南紀熊野ジオパークの見所となる串本
町と古座川町にあるジオサイトをご紹介します。

　串本町佐部の「湯の谷」に１９４６年の昭和南海地震により止まるまで自然湧出していた温泉で、
四角い井戸状の石組みが残り、足湯のようなかたちで利用されていたと伝えられています。古座川
弧状岩脈に属する周囲の岩盤上に「薬師如来」の文字や梵字（ぼんじ）、仏像が彫られており、古
くから湯治場として利用されていたことがうかがえます。
　また、古座川流域から那智山への参詣道として使われたルートの近くにあることから、湯垢離場
（ゆごりば）として使われたという説もあります。（南紀熊野ジオパークガイド　神保圭志さん）

　串本町ジオサイト「佐部の湯の谷」

　高さ１００ｍ、横幅５００ｍの一枚岩。日本
一の巨岩ですが、那智勝浦町まで２０数キロに
わたって連なる古座川弧状岩脈のほんの一部に
しかすぎません。今から１４００万年前にこの
場所で巨大なカルデラ噴火が起こり、地下にた
まっていたマグマが、南北４０㎞、東西２３㎞
にわたり半円形の裂け目の噴火口から一気に噴
出し、カルデラ噴火の裂け目に残ったマグマは
固まって固い岩となりました。

　古座川町ジオサイト「古座川の一枚岩」

　見慣れた風景でも成り立ちを知ることによって魅力が大きく増します。そのお手伝いをするのが
私たちジオパークガイドの役目です。（南紀熊野ジオパークガイド　中川幸さん）

佐部の湯の谷

南紀熊野ジオパークこどもスクールで
一枚岩を観察する子どもたち

町有物件売却のお知らせ

〒649-3503 和歌山県東牟婁郡串本町串本1855番地4

和歌山県知事（１）第3847号

エステート串本
info@estate-kushimoto.jpTel.0735-62-5180

不動産 賃貸売買 仲介

 

TEL:0735-67-7017 

 
NPO 法人 日本理美容福祉協会 

    
和歌山南紀センター 

出張専門 

・ご自宅 

・病院 

・施設様など 

カット パーマ カラー 

シャンプー 
 

ベッドカット 

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広報くしもと　2018 年 12月号15 広報くしもと　2018 年 12月号 14



日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
1

2 3 4
　　

5 6
   ２歳６か月児
　歯科健診・相談

7
　きらきらくらぶ

8
　おひさまくらぶ

9 10 11
　健康相談（※）

12 13
　３歳６か月児健診

14
　

15
　

16 17
　

18
　かるがもひろば

19
　有酸素運動

20
　４か月児・
　１０か月児健診

21
　きらきらくらぶ

22

23 24 25
　

26
　

27
　

28 29

30 31

保健センターだより
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５‐６２‐６２０６）まで

12 月の行事カレンダー

 

※健康相談は、保健センターにて午後１時３０分から午後３時まで実施します。希望者 (４０歳以上の女性 ) には骨密度測定を　
　実施しますので、希望される方は１２月１０日 (月 ) までにお申し込みください (先着３０名様）。

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

歯周疾患検診

※無料受診券を紛失した方、または対象年齢
　に該当し、今年度検診を受けておらず、６
　月以降に串本町に転入された方は、保健セ
　ンター（℡　０７３５‐６２‐　６２０６）
　にお問い合わせください。

　いつまでも健康な歯を維持するために、こ
の機会を利用して、歯石除去など必要な治療
を受けましょう。

無  料 で受けられる期間は、あとわずか！

　次の日程で献血を行います。皆さまのご協力をよろしくお願いします。
　■日時　　　　　　　　　　　　　■場所
　　平成３０年１２月６日（木）　　 矢倉甚兵衛様宅前駐車場
　　１０：００～１２：００　　　　■主催
　　１３：００～１６：００　　　　　串本ライオンズクラブ
　◎お問い合わせは串本町保健センター（℡　０７３５‐６２‐６２０６）まで

献血にご協力ください

【対象者】下記年齢の方
　４０歳：昭和５３年４月～昭和５４年３月生　
　５０歳：昭和４３年４月～昭和４４年３月生
　６０歳：昭和３３年４月～昭和３４年３月生
　７０歳：昭和２３年４月～昭和２４年３月生
※部分入れ歯の方・歯科医院に通院中の方も利
　用可能です。
【検診期間】
　平成３０年１２月２８日 (金）まで

　がん検診の受診期間が平成３０年１２月２８日 (金 ) までとなっています。受診券をお持ちの方
は、忘れずに受診してください。
　まだがん検診の申込みをされていない方は、受診券を発行しますので、保健センター（℡　
０７３５‐６２‐６２０６）までご連絡ください。

がん検診（個別）のお知らせ　－　受診期間が残り少なくなっています！　－

※今年度に乳がん検診を受診された
　方は、平成３１年度の乳がん検診
　の対象となりませんので、　ご了
　承ください。

平成３１年度以降の各種がん検診についてお知らせ

　串本町では、集団健診で前立腺がん検診を実施しておりましたが、国の指針に従い、平成３１年
度より廃止することに決定しました。
　現在、８割以上の市町村が前立腺がん検診を実施していますが、前立腺がんは進行が遅く、がん
を抱えたまま天寿をまっとうする人も多くいます。早期のがんを見つけてしまったために体に負担
をかけて治療を受けるという矛盾も生じ、手術や放射線治療には、排尿障害や性機能障害などが起	
こるリスクを伴います。メリットよりもデメリットの方が大きく、死亡率減少効果が不十分なこと
から検診として推奨されていません。ご理解いただけますようお願いいたします。
　自覚症状（尿が出にくい、尿の回数が多い、夜間の排尿回数が増える、
急に尿意をもよおす、残尿感があるなど）がある方、毎年健診で経過を
みていた方は、医療機関を受診していただきますようお願いします。

　厚生労働省の「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」に基づき、町が実施する
乳がん検診は、４０歳以上の方を対象に、受診間隔は２年に１回となります。
　また、視触診については死亡率減少効果が十分でないことから、検査方法は乳房エックス線検査
（マンモグラフィ）のみとなります。正しい乳がん検診の実施にご理解ください。

現 在 平成３１年度以降

受診間隔 毎 年 ２年に１回

検査方法 視触診・マンモグラフィ マンモグラフィ

◆「乳がん検診」受診間隔・検査方法の変更について

　厚生労働省の「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」に基づき、町が実施する
子宮頸がん検診は、２０歳以上の方を対象に、受診間隔は２年に１回となります。
　正しい子宮頸がん検診の実施にご理解ください。

　■受診間隔　　（現在）　毎年　　　　　　（平成３１年度以降）　２年に１回　

◆「子宮頸がん検診」受診間隔の変更について

◆「前立腺がん検診（PSA検査）」の廃止について

※今年度に子宮頸がん検診を受診された方は、平成３１年度の子宮頸がん検診の対象となりません
　ので、ご了承ください。　
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 有酸素運動 ～リズムに合わせて楽しく動こう♪

■対象者　　串本町民の方（年齢は問いません。）
■参加費　　無料
■講　師　　地域おこし協力隊　木戸　俊秀
■持ち物　　飲み物、フェイスタオル　
　　　　　　※室内履きの靴（軽体操のみ）
■服　装　　動きやすい服装
　　　　　　※ジーンズなどはお控えください。
■定　員　　各クラス１０名（先着順）
■申込締切　それぞれ実施日の前日　正午まで
■お申し込みについて
　以下の３点をお読みいただき同意の上、保健
センターまで直接、またはお電話にてお申し込
みください。
①健康上の支障をきたすことがないことを証明
　します。
②クラス中の体調不良やケガなどは、自らの責
　任において対処します。
③持参した所持品の破損・紛失は、自らの責任
　で管理・対処します。　

・１２月１３日（木）１３：３０～１５：００
　軽体操（簡単な筋トレ、有酸素運動など）

紀伊大島開発総合センター　２階ホール

・１２月２１日（金） ９：３０～１１：００
　有酸素運動

串本町役場　古座分庁舎　３階大会議室

・１２月１０日（月） ９：３０～１１：００
　ピラティス（体幹を強化する簡単なエクササイズ）

潮岬公民館　２階ホール

①１２月１２日（水） ９：３０～１１：００
　床に座るヨーガ
②１２月１４日（金） ９：３０～１１：００
　軽体操（簡単な筋トレ、有酸素運動など）
③１２月１８日（火） ９：３０～１１：００
　椅子を使ったヨーガ

串本町地域保健福祉センター　２階ホール

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６　

健康運動教室のご案内 地域おこし協力隊の木戸です。
１２月の教室をご案内します。

■日　時　平成３０年１２月１９日（水）
　　　　　１３：３０～１４：３０
■場　所　串本町立体育館　
■講　師　串本町役場　福祉課
　　　　　地域おこし協力隊　木戸　俊秀
■参加費　無料
■持ち物　飲み物・タオル・室内シューズ　

■主　催　新宮・東牟婁地域・職域連携推進協
　　　　　議会、串本町
※参加をご希望の方は、平成３０年１２月１８
　日（火）までにお申し込みください。
◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　串本町保健センター
　℡　０７３５‐６２‐６２０６

 

　睡眠不足は、こどもの心身の成長、うつ病、生活習慣病、高齢者の生活の質に大きな影響を与え
ます。みなさんの睡眠健康への意識を高める機会として公開講座を開催します。

公開講座を開催します　「睡眠の重要性と睡眠障害について」

■講　師　和歌山県立医科大学
　　　　　名誉教授　篠崎　和弘　先生
■日　時　平成３１年１月２８日（月）
　　　　　１３：３０～１５：００
　　　　　（受付開始　１３：００～）　
■場　所　串本町保健センター　２階ホール

■参 加 費　　無料
■定　　員　　先着５０名
■申込方法
　平成３１年１月２３日（水）までに保健セ
ンター（℡　０７３５‐６２‐６２０６）へ
お申し込みください。

　 いつまでも
健康でいるための

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（１０月受付分　敬称略）
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第７０回人権週間  12 月４日（火）～１０日（月）

　１２月１０日は「人権デー」です。１９４８年のこの日、
「世界人権宣言」が国連で採択され、今年で７０年目を迎え
ます。世界中の全ての人はみんな同じ人権を持つ、かけがえ
のない存在です。それぞれの個性や生き方の違いを大切にし、
全ての人の人権が尊重される豊かな社会をつくりましょう。

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心～

　串本町で受け付けております「平成３０年７月豪雨災害に対する義援金」につきまして、
串本町老人クラブ連合会から受け付けました義援金全額を、日本赤十字社を通じて被災地
にお届けいたしました。
　串本町では、町内４施設にて募金箱を設置し、引き続き義援金を受け付けております。
　皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。　

～　串本町受付災害義援金へのお礼　～

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　　℡　０７３５‐６２‐０５５５

　　　　■募金受付期間　
　　　　　平成３０年１２月２７日（木）まで
　　　　■募金箱設置場所　
　　　　　・串本町役場本庁舎　１階窓口
　　　　　・串本町役場古座分庁舎　１階窓口
　　　　　・串本町文化センター　窓口　　
　　　　　・トルコ記念館内
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

先進の安全機能を装備

HP　http://www.kushimoto-taxi.co.jp/

串本タクシー株式会社

新型ジャンボタクシー導入！

広い車内で快適移動
小グループの御旅行などに最適

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696
　（指定訪問介護事業所　TEL:0735－62－6900）

和歌山県東牟婁郡串本町串本1804
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成３０年１０月末現在（前月比）

１６，２９７人（－３３）
７，６６７人（－１９）
８，６３０人（－１４）

８，６６７世帯（－１３）
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各種申請書類は専門家におまかせください！各種申請書類は専門家におまかせください！
・ 自動車ナンバーの出張封印業務取扱い始めました
・ ゲストハウス・民泊の相談（旅館業許可・届出）承ります
その他の取扱い業務
　農地転用・建設業など各種許認可・届出
　遺言／海事事務所提出書類など

（初回相談料無料）電話 080-2662-9548
HP ： http：//www.zd.ztv.ne.jp/nikata-jimusyo/

行政書士・海事代理士  二河田 浩之  登録番号 第12290260号
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a.lg.jp
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）
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　１０月２８日、串本町総合運動公園多目的グラウンドにおいて、第１４回串本町民大運動会が開催されました。

　青空が広がり運動会日和となったこの日、町内各地区から多くの方々が参加。様々な競技が行われ、皆さんの

素敵な笑顔でいっぱいの１日となりました。

第１４回 串本町民大運動会

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。


